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(57)【要約】
【課題】スコープから被写体までの距離が変化した場合
において、撮影画像のボケを抑えるのに有利な内視鏡シ
ステムを提供する。
【解決手段】内視鏡システムを、被写体像を取り込む対
物光学系と、対物光学系によって取り込まれた被写体像
の画像信号を生成する撮像素子と、画像信号に対して補
正フィルタ処理を施すフィルタ処理手段と、対物光学系
から被写体までの距離を判定する距離判定手段と、距離
に応じて、補正フィルタ処理で使用される補正フィルタ
を切り替えるフィルタ切替手段と、から構成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を取り込む対物光学系と、
　前記対物光学系によって取り込まれた被写体像の画像信号を生成する撮像素子と、
　前記画像信号に対して補正フィルタ処理を施すフィルタ処理手段と、
　前記対物光学系から被写体までの距離を判定する距離判定手段と、
　前記距離に応じて、前記補正フィルタ処理で使用される補正フィルタを切り替えるフィ
ルタ切替手段と、
を有する内視鏡システム。
【請求項２】
　被写体を照明する照明光を放射する光源部と、
　前記光源部から放射された照明光を調光する調光手段と、
を更に備え、
　前記距離判定手段は、前記調光手段による調光の度合いに基づいて、前記距離を判定す
る、
請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記調光手段は、
　　前記照明光の光量を調整する可変絞りを有し、
　　前記画像信号の輝度に基づいて前記可変絞りの開度を制御し、
　前記距離判定手段は、
　　前記開度に基づいて、前記距離を判定する、
請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記距離判定手段は、
　　測定光を放射する発光素子と、
　　前記被写体で反射された前記測定光を受光する受光素子と、を有し、
　　前記受光素子で受光された前記測定光に基づいて、前記距離を判定する、
請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記補正フィルタ処理は、ウィナーフィルタを用いた画像補正処理である、
請求項１から請求項４の何れか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記対物光学系は交換可能であり、
　前記フィルタ切替手段は、使用する前記対物光学系及び前記距離に応じて、前記補正フ
ィルタ処理で使用される補正フィルタを切り替える、
請求項１から請求項５の何れか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記補正フィルタ処理が施された画像信号の電気的な拡大処理を行う電子拡大処理手段
を更に備える、
請求項１から請求項６の何れか一項に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像した動画像の静止（フリーズ）処理を行う内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人の食道や腸などの体腔内の被写体を観察するための内視鏡システムとして、スコープ
部、プロセッサ部及びモニタを備える内視鏡システムが知られている。スコープ部の先端
部には、対物光学系及び撮像素子が設けられている。被写体からの物体光は、対物光学系
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を通って撮像素子で受光され、画像信号として出力される。プロセッサ部は、スコープ部
から出力された画像信号に対して所定の画像処理を施し、映像信号を生成する。モニタに
は、映像信号に基づいた被写体の撮影画像が表示される。この種の内視鏡システム装置で
は、術者が被写体を観察しやすいように、電子ズーム機能が備えられている。電子ズーム
機能は、撮影画像を電気的に拡大してモニタに表示する機能である。
【０００３】
　また、特許文献１には、高解像な撮影画像を得るために、画像信号に対して空間周波数
復元処理を施す内視鏡システムが開示されている。特許文献１に記載の内視鏡システムで
は、スコープ部の対物光学系の空間周波数に応じて、画像信号に対して空間周波数復元処
理が施される。これにより、撮影画像を高解像な画像に変換することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－５１２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　内視鏡システムによって得られる被写体の撮影画像には、対物光学系の特性（空間周波
数）や、光学系から被写体までの距離に応じてボケが発生する。特許文献１の内視鏡シス
テムでは、画像信号に対してどのような空間周波数復元処理を施すかを、使用する対物光
学系や、対物光学系の焦点距離に応じて切り替えている。しかし、対物光学系から被写体
までの距離が変化することによって撮影画像にボケが発生した場合、特許文献１に記載の
内視鏡システムでは、そのボケを解消し高解像な撮影画像を得ることができない場合があ
った。
【０００６】
　本発明は、上記の事情を鑑みてなされたものであり、スコープから被写体までの距離が
変化した場合において、撮影画像のボケを抑えるのに有利な内視鏡システムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明の実施形態の内視鏡システムを、被写体像を取り
込む対物光学系と、対物光学系によって取り込まれた被写体像の画像信号を生成する撮像
素子と、画像信号に対して補正フィルタ処理を施すフィルタ処理手段と、対物光学系から
被写体までの距離を判定する距離判定手段と、距離に応じて、補正フィルタ処理で使用さ
れる補正フィルタを切り替えるフィルタ切替手段と、から構成する。
【０００８】
　このような構成によれば、補正フィルタ処理に使用される補正フィルタが、対物光学系
から被写体までの距離に応じて変更されるため、距離が変更したことによって発生したボ
ケを効果的に抑制することができる。
【０００９】
　また、本発明の一実施形態において、内視鏡システムは、例えば、被写体を照明する照
明光を放射する光源部と、光源部から放射された照明光を調光する調光手段と、を更に備
える。この場合、距離判定手段は、調光手段による調光の度合いに基づいて、距離を判定
する。
【００１０】
　また、本発明の一実施形態において、調光手段は、例えば、照明光の光量を調整する可
変絞りを有し、画像信号の輝度に基づいて可変絞りの開度を制御する。この構成において
、距離判定手段は、開度に基づいて、距離を判定する。
【００１１】
　また、本発明の一実施形態において、距離判定手段は、例えば、測定光を放射する発光
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素子と、被写体で反射された測定光を受光する受光素子とを有する。この構成において、
距離判定手段は、受光素子で受光された測定光に基づいて、距離を判定する。
【００１２】
　また、本発明の一実施形態において、補正フィルタ処理は、例えば、ウィナーフィルタ
を用いた画像補正処理である。
【００１３】
　また、本発明の一実施形態において、例えば、対物光学系は交換可能であり、フィルタ
切替手段は、使用する対物光学系及び距離に応じて、補正フィルタ処理で使用される補正
フィルタを切り替える。
【００１４】
　また、本発明の一実施形態において、内視鏡システム、例えば、補正フィルタ処理が施
された画像信号の電気的な拡大処理を行う電子拡大処理手段を更に備える。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、スコープ部から被写体までの距離が変化した場合において、撮影画像
のボケを抑えるのに有利な内視鏡システムが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態における内視鏡システムのブロック図である。
【図２】本発明の実施形態における対物光学系の合焦位置を説明するための図である。
【図３】本発明の実施形態における対物光学系のＰＳＦを説明するための図である。
【図４】本発明の実施形態における対物光学系のＰＳＦを説明するための図である。
【図５】本発明の実施形態における対物光学系のＰＳＦを説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の実施形態における内視鏡システム１００の構成を示すブロック図であ
る。本実施形態の内視鏡システム１００は、人の体腔内の被写体を観察するために用いら
れる医療用の撮像システムである。図１に示されるように、内視鏡システム１００は、ス
コープ部１１０、プロセッサ部１２０及びモニタ１３０を備えている。スコープ部１１０
は、プロセッサ部１２０に着脱可能に接続されている。
【００１９】
　スコープ部１１０は、コネクタ部１１１及び挿入管１１２を有している。挿入管１１２
の先端部には、撮像ユニット１０及び配光レンズ１１が設けられている。また、スコープ
部１１０内には、コネクタ部１１１から先端部にかけて、ライトガイドファイバ１３及び
複数の配線１４が設けられている。
【００２０】
　プロセッサ部１２０は、光源ユニット１２１、光源駆動回路１２２、画像処理ユニット
１２３、コントローラ１２４、入力デバイス１２５、撮像素子ドライバ１２６及びメモリ
１２７を備えている。
【００２１】
　光源ユニット１２１は、光源２０、調光部２２及び集光レンズ２３を備えている。光源
２０は光源駆動回路１２２によって駆動され、白色の照明光を射出する。光源２０から射
出された照明光は、調光部２２に入射される。
【００２２】
　調光部２２は可変絞りを有している。調光部２２を通る照明光の光量（調光の度合い）
は、可変絞りの開度（絞り値又はＦ値）によって調節される。調光部２２で調光された照
明光は、集光レンズ２３によってライトガイドファイバ１３の端面に集光され、ライトガ
イドファイバ１３内へ入射される。ライトガイドファイバ１３内に入射された照明光は、
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挿入管１１２の先端部まで導光される。挿入管１１２の先端部まで導光された照明光は、
配光レンズ１１を介して挿入管１１２の先端部から射出され、体腔内の被写体に照射され
る。被写体に照射された照明光は、被写体で反射され、物体光として撮像ユニット１０に
入射される。
【００２３】
　撮像ユニット１０は、対物光学系１０ａ及び撮像素子１０ｂを備えている。撮像素子１
０ｂは、ベイヤ型画素配置を有する単板式カラーＣＣＤ（Charge Coupled Device）イメ
ージセンサである。撮像素子１０ｂは、受光面上の各画素で結像した被写体像を光量に応
じた電荷として蓄積して、Ｒ（Red）、Ｇ（Green）、Ｂ（Blue）の画像信号を生成して出
力する。なお、撮像素子１０ｂは、ＣＣＤイメージセンサに限らず、ＣＭＯＳ（Compleme
ntary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサやその他の種類の撮像装置に置き換
えられてもよい。撮像素子１０ｂはまた、補色系フィルタを搭載したものであってもよい
。
【００２４】
　撮像ユニット１０に入射された物体光は、対物光学系１０ａを介して撮像素子１０ｂで
受光される。撮像素子１０ｂで受光された物体光は、所定のフレームレートで画像信号に
変換され、配線１４を介してプロセッサ部１２０の画像処理ユニット１２３に送信される
。
【００２５】
　画像処理ユニット１２３は、プリプロセス部４０、画像処理部４２、ポストプロセス部
４４を備える。
【００２６】
　プリプロセス部４０は、撮像素子１０ｂから受信した画像信号に対してホワイトバラン
スの調整処理や色補間処理、マトリックス演算処理等の所定の信号処理を施して、画像処
理部４２に出力する。
【００２７】
　画像処理部４２は、補正フィルタ処理部４２ａ及び拡大処理部４２ｂを有している。補
正フィルタ処理部４２ａは、画像信号に対して補正フィルタ処理を行う。拡大処理部４２
ｂは、画像信号に対して電気的な拡大処理を行う。補正フィルタ処理及び拡大処理の詳細
については後述する。
【００２８】
　ポストプロセス部４４は、画像処理部４２から出力された画像信号に対して、ガンマ補
正処理や、映像信号への変換処理を行う。ガンマ補正処理では、モニタ１３０の特性に合
わせたガンマ補正が行われる。映像信号への変換処理では、画像信号に基づいてモニタ表
示用の画面データが生成され、生成されたモニタ表示用の画面データが所定のビデオフォ
ーマットの映像信号に変換される。変換された映像信号は、モニタ１３０に出力される。
モニタ１３０は、映像信号に基づいて、被写体の撮影画像を表示する。
【００２９】
　次に、画像処理部４２における補正フィルタ処理及び拡大処理について説明する。
【００３０】
　本実施形態のプロセッサ部１２０は、電子ズーム機能を有している。電子ズーム機能は
、モニタ１３０に表示される被写体の撮影画像を拡大して表示する機能である。術者が入
力デバイス１２５に対して、撮影画像を拡大する割合（倍率）を指定する操作を行うと、
拡大処理部４２ｂは、指定された倍率に応じて、画像信号を電気的に拡大する。この電子
ズーム機能により、術者にとって、被写体の所望の箇所を見やすくすることができる。
【００３１】
　しかし、撮像ユニット１０から被写体までの距離が変化して撮像ユニット１０のピント
が被写体に合わなくなると、撮影画像にボケが発生する場合があった。更に、撮影画像が
ボケを含んでいる場合、拡大処理部４２ｂにより、撮影画像はボケを含んだ状態で拡大さ
れる。そのため、撮影画像に対して拡大処理が施されたとしても、術者にとって見やすい
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画像が得られない場合があった。そこで、本実施形態の内視鏡システム１００では、補正
フィルタ処理部４２ａにおいて、画像信号に対して補正フィルタ処理を行うことにより、
撮影画像に含まれるボケを除去している。
【００３２】
　補正フィルタ処理部４２ａは、補正フィルタ処理として、例えば、ウィナーフィルタ（
Wiener Filter）処理を行う。ウィナーフィルタ処理は、対物光学系１０ａの伝達関数（
ＯＴＦ：Optical Transfer Function）及び画像信号に重畳する固有ノイズのパワースペ
クトルを用いたフィルタ処理であり、画像信号のボケやノイズ、アーチファクトを抑制す
ることができる。ここで、対物光学系１０ａのＯＴＦは、対物光学系１０ａの点拡がり関
数（ＰＳＦ：Point Spread Function）から算出される。また、固有ノイズのパワースペ
クトルには、例えば、使用する撮像素子１０ｂの固定パターンノイズが使用される。対物
光学系１０ａのＰＳＦ及び撮像素子１０ｂの固定パターンノイズは、使用するスコープ部
１１０によって異なっており、スコープ部１１０毎に予め測定されている。
【００３３】
　対物光学系１０ａのＰＳＦは、点光源の被写体を撮像する場合における、撮像素子１０
ｂ上での被写体像に相当する。対物光学系１０ａのＰＳＦは、対物光学系１０ａから被写
体までの距離に応じて変化する。
【００３４】
　図２は、対物光学系１０ａの合焦位置を説明するための図である。図２において、軸Ｏ
は、対物光学系１０ａの光軸を示しており、位置Ｆが対物光学系１０ａの合焦位置を示し
ている。被写体が合焦位置Ｆにある場合、対物光学系１０ａは、被写体にピントが合った
状態となる。図３から図５は、対物光学系１０ａのＰＳＦを説明するための図である。図
３は、点光源の被写体の輝度分布を示している。図４は、被写体が合焦位置Ｆにある場合
の対物光学系１０ａのＰＳＦを示している。図５は、被写体が合焦位置Ｆよりも対物光学
系１０ａに近い位置にある場合の対物光学系１０ａのＰＳＦを示している。図３～図５に
おいて、Ｘ軸、Ｙ軸は、対物光学系１０ａの光軸Ｏに垂直な面内における位置を示してい
る。Ｚ軸は被写体の輝度を示しており、ＸＹ面内における輝度の積分値が１となるように
規格化されている。
【００３５】
　図３に示されているように、点光源の被写体は、（Ｘ，Ｙ）＝（０，０）における輝度
が１であり、それ以外の箇所における輝度はゼロである。この点光源の被写体が対物光学
系１０ａの合焦位置Ｆにある場合、対物光学系１０ａのＰＳＦは、図４に示されるように
、（Ｘ，Ｙ）＝（０，０）に急峻なピークを有するガウス分布となる。対物光学系１０ａ
のＰＳＦは、対物光学系１０ａの倍率に依存する。また、対物光学系１０ａに製造誤差や
収差が含まれていると、ＰＳＦの半値幅は大きくなる。そのため、被写体が合焦位置Ｆに
あったとしても、図４に示されるＰＳＦは、図３に示される分布と同一とはならない。点
光源の被写体が合焦位置Ｆよりも対物光学系１０ａに近い位置にある場合、対物光学系１
０ａのＰＳＦは、図５に示されるように、（Ｘ，Ｙ）＝（０，０）にピークを有するガウ
ス分布となる。ただし、ＰＳＦの半値幅は、図４に示される分布よりも大きくなっている
。
【００３６】
　対物光学系１０ａのＰＳＦの半値幅は、被写体が対物光学系１０ａの合焦位置Ｆにある
ときに極小値を取る。被写体が合焦位置Ｆから対物光学系１０ａに近付くほど、或いは、
離れるほど、ＰＳＦの半値幅は大きくなる。このＰＳＦの半値幅の広がりが、被写体像に
おいてボケとなって表れる。本実施形態の内視鏡システム１００では、対物光学系１０ａ
から被写体までの距離に応じた対物光学系１０ａのＰＳＦの変化が予め測定されている。
【００３７】
　プロセッサ部１２０のメモリ１２７には、使用するスコープ部１１０毎に、複数の補正
フィルタが記録されている。各補正フィルタは、対物光学系１０ａのＰＳＦと撮像素子１
０ｂの固定パターンノイズを用いて決定されたものである。スコープ部１１０がプロセッ
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サ部１２０に接続されると、コントローラ１２４は、スコープ部１１０内の不図示のメモ
リから、スコープ部１１０の固有情報を読み出す。スコープ部１１０の固有情報には、撮
像素子１０ｂの画素数や感度、動作可能なフレームレート、型番等が含まれる。なお、補
正フィルタは、スコープ部１１０の固有情報の１つとして、スコープ部１１０内の上記メ
モリに記録されていてもよい。
【００３８】
　次いで、コントローラ１２４は、接続されているスコープ部１１０、及び、対物光学系
１０ａから被写体までの距離に基づいて、メモリ１２７に記録されている複数の補正フィ
ルタの中から、補正フィルタ処理に使用する補正フィルタを選択する。上述のように、複
数の補正フィルタはそれぞれ、対物光学系１０ａのＰＳＦに対応している。また、対物光
学系１０ａのＰＳＦは対物光学系１０ａから被写体までの距離に応じで変化する。そのた
め、対物光学系１０ａから被写体までの距離に基づいて、その距離に応じた補正フィルタ
を選択することができる。補正フィルタ処理部４２ａは、コントローラ１２４によって選
択された補正フィルタを用いて画像信号に対して補正フィルタ処理を行う。
【００３９】
　次に、対物光学系１０ａから被写体までの距離の判定方法について説明する。本実施形
態の内視鏡システム１００では、対物光学系１０ａから被写体までの距離は、調光部２２
に使用される可変絞りの開度（絞り値）に基づいて推定される。
【００４０】
　本実施形態の内視鏡システム１００では、可変絞りの開度は、スコープ部１１０から出
力される画像信号の輝度に応じて自動で変更される。詳しくは、画像信号の輝度が目標値
よりも大きい場合は、可変絞りの開度が小さくなるように（絞り値が大きくなるように）
制御され、画像信号の輝度が目標値よりも小さい場合は、可変絞りの開度が大きくなるよ
うに（絞り値が小さくなるように）制御される。このように、可変絞りの開度を変更して
、被写体に照射される照明光の光量を調整することにより、画像信号の輝度の変動を抑制
することができる。
【００４１】
　配光レンズ１１を介して被写体に照射された照明光のうち、被写体で反射され、対物光
学系１０ａで取り込まれる照明光（物体光）の割合は、対物光学系１０ａから被写体まで
の距離に応じて変化する。例えば、対物光学系１０ａから光学系までの距離が短くなると
、対物光学系１０ａで取り込まれる照明光の割合が大きくなる。また、対物光学系１０ａ
から被写体までの距離が長くなると、対物光学系１０ａで取り込まれる照明光の割合は小
さくなる。そのため、対物光学系１０ａから被写体までの距離が短い場合は、対物光学系
１０ａで取り込まれる照明光の割合が大きいため、画像信号の輝度を下げるために可変絞
りの開度が小さくなっている。また、対物光学系１０ａから被写体までの距離が長い場合
は、対物光学系１０ａで取り込まれる照明光の割合が小さいため、画像信号の輝度を上げ
るために開度が大きくなっている。このことから、可変絞りの開度によって、対物光学系
１０ａから被写体までの距離を推定することができる。
【００４２】
　なお、対物光学系１０ａで取り込まれる照明光の割合は、被写体の反射率や反射特性（
反射光分布）の変化にも依存する。ただし、スコープ部１１０は、通常、用途（被写体）
に応じて使い分けられるため、一つのスコープ部１１０を使用して観察を行う場合、被写
体の反射率や反射特性が撮影箇所によって急激に変化することは考えにくい。そのため、
被写体の反射率や反射特性の変化を考慮しなくても、可変絞りの開度を用いて、対物光学
系１０ａから被写体までの距離を高い精度で推定することができる。
【００４３】
　また、対物光学系１０ａから被写体までの距離と可変絞りの開度との関係は、使用する
スコープ部１１０によって異なる。例えば、配光レンズ１１の特性、照明光の配光分布、
対物光学系１０ａの特性等により、距離と対物光学系１０ａで取り込まれる照明光の割合
との関係が変化し、それに応じて可変絞りの開度も変化する。そのため、可変絞りの開度
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を使用した対物光学系１０ａから被写体までの距離の推定方法（計算式）は、使用するス
コープ部１１０毎に異なっている。
【００４４】
　対物光学系１０ａから被写体までの距離が推定されると、距離に対応した補正フィルタ
がメモリ１２７から読み出され、補正フィルタ処理に使用される。これにより、対物光学
系１０ａから被写体までの距離が変化することによって画像信号に生じたボケが除去され
、術者にとって見やすい撮影画像を得ることができる。また、電子ズーム機能によって画
像信号の拡大処理を行う場合、補正フィルタ処理によってボケが除去された画像信号が拡
大される。これにより、術者にとって更に見やすい拡大された撮影画像を得ることができ
る。
【００４５】
　また、内視鏡システム１００を用いて被写体の観察を行っている間、対物光学系１０ａ
から被写体までの距離は常に変化する。そのため、対物光学系１０ａから被写体までの距
離を常時推定しておき、距離の変化に応じて、使用する補正フィルタを切り替えることに
より、リアルタイムで最適な補正フィルタを適用することができる。例えば、適用する補
正フィルタは、１フレーム毎に切り替えられてもよい。
【００４６】
　以上が本発明の例示的な実施形態の説明である。本発明の実施形態は、上記に説明した
ものに限定されず、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば
明細書中に例示的に明示される実施形態等又は自明な実施形態等を適宜組み合わせた内容
も本発明の実施形態に含まれる。
【００４７】
　例えば、上述の実施形態では、内視鏡システム１００は、電子ズーム機能を有している
が、本発明はこれに限定されない。内視鏡システム１００は、光学ズーム機能を有してい
てもよく、光学ズーム機能と電子ズーム機能の両方を有していてもよい。光学ズーム機能
は、対物光学系１０ａにズームレンズを使用することによって実現される。対物光学系１
０ａにズームレンズを使用する場合、ズームレンズの倍率によって対物光学系１０ａのＰ
ＳＦは変化する。そのため、補正フィルタ処理部４２ａにおける補正フィルタ処理では、
使用するスコープ部１１０（対物光学系１０ａ）と対物光学系１０ａから被写体までの距
離に加え、ズームレンズの倍率に応じて、使用する補正フィルタが切り替えられる。
【００４８】
　また、上述の実施形態では、対物光学系１０ａから被写体までの距離は、可変絞りの開
度（絞り値）を用いて判定しているが、本発明はこれに限定されない。例えば、スコープ
部１１０は、挿入管１１２の先端部に距離測定用の測定光を放射する測定光源と、被写体
で反射された測定光を受光する受光素子を備えていてもよい。測定光源は、例えば、発光
ダイオードやレーザ等の固体発光素子が使用される。受光素子は、受光した測定光に応じ
た測定信号を出力する。この場合、コントローラ１２４は、受光素子から出力された測定
信号に基づいて対物光学系１０ａから被写体までの距離を算出する。
【符号の説明】
【００４９】
１０　　撮像ユニット
１０ａ　　対物光学系
１０ｂ　　撮像素子
１１　　配光レンズ
１３　　ライトガイドファイバ
１４　　配線
２０　　光源
２２　　調光部
２３　　集光レンズ
４０　　プリプロセス部
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４２　　画像処理部
４２ａ　　補正フィルタ処理部
４２ｂ　　拡大処理部
４４　　ポストプロセス部
１００　　内視鏡システム
１１０　　スコープ部
１１１　　コネクタ部
１１２　　挿入管
１２０　　プロセッサ部
１２１　　光源ユニット
１２２　　光源駆動回路
１２３　　画像処理ユニット
１２４　　コントローラ
１２５　　入力デバイス
１２６　　撮像素子ドライバ
１２７　　メモリ
１３０　　モニタ

【図１】 【図２】



(10) JP 2017-217056 A 2017.12.14

【図３】 【図４】
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